
▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

補
正
額
は
、
１
億
８
１
２
７
万

９
千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は

３６０
億
２
８
０
２
万
２
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
の
増
額
、
県
支
出
金
は
、
埼

玉
県
分
権
推
進
交
付
金
を
減
額
し
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金

な
ど
を
増
額
し
て
い
ま
す
。
寄
付

金
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
と
し

て
、
７
件
の
指
定
寄
付
金
の
受
け

入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
諸
収
入
は

福
島
県
須
賀
川
市
へ
の
職
員
派
遣

に
伴
い
、
派
遣
職
員
給
与
等
負
担

金
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
暴
力
団

排
除
条
例
の
啓
発
物
作
成
費
用
や

市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
費
、
予

防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
費
用
、
ま

た
、
地
域
経
済
対
策
事
業
と
し
て
、

市
内
業
者
を
対
象
と
し
た
基
地
跡

地
暫
定
利
用
広
場
「
朝
霞
の
森
」

に
防
球
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
た
め

の
工
事
費
な
ど
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
朝
霞
都
市

計
画
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

補
正
額
は
、
３０８
万
６
千
円
の
減

額
で
、予
算
総
額
は
１６
億
１
２
７

５
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
減
額
し
て
い

ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
地
域
経

済
対
策
事
業
と
し
て
、
老
朽
化
し

た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
交
換
の
た
め

の
費
用
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額
は
、
４
億
２
２
３
５
万

１
千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
、

５０
億
７
２
２
０
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
の
増
額
に
伴
い
、
国
庫
支
出

金
、
支
払
基
金
交
付
金
、
県
支
出

金
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
で
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
件
数
等

の
増
加
に
伴
い
、
居
宅
介
護
等
サ

ー
ビ
ス
給
付
事
業
、
施
設
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
事
業
、
居
宅
介
護
等

サ
ー
ビ
ス
計
画
費
給
付
事
業
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

地
域
経
済
対
策
事
業
と
し
て
、

市
内
事
業
者
を
対
象
と
し
た
予
算

を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力

損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
賠
償
金
の
受
け
入
れ
お
よ
び

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
に
つ
い

て
、
収
益
的
収
入
、
収
益
的
支
出

お
よ
び
資
本
的
支
出
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実

現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福

祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

障
害
者
自
立
支
援
法
の
名
称
を

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
に
改
正
す
る
な
ど
、
関
係
条

例
に
つ
い
て
整
理
を
行
う
も
の
で

す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
朝
光
苑

を
５
床
増
床
し
、
定
員
を
７０
人
か

ら
７５
人
と
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

議
会
の
本
会
議
に
お
い
て
公
聴
会

の
開
催
と
参
考
人
の
招
致
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

出
席
し
た
関
係
者
、
参
考
人
に
実

費
弁
償
を
支
給
す
る
た
め
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

平
成
２４
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）な
ど
２７
議
案
を
審
議

平
成
２４
年
第
４
回
朝
霞
市
議
会
定
例
会
は
、
１１
月
２７
日
か

ら
１２
月
１８
日
ま
で
の
２２
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
２１
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎

重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
・
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
が
６
件
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第４回朝霞市議会定例会

編 集：議会だより編集委員会
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○
市
長

地
域
経
済
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
需
要
を
下
支

え
す
る
政
策
を
緊
急
に
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
、
平
成
２５
年

度
に
実
施
を
予
定
す
る
事
業
の
う

ち
市
内
事
業
者
に
発
注
可
能
と
思

わ
れ
る
業
務
委
託
や
小
規
模
修
繕

な
ど
の
事
業
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

１１
月
１９
日
の
庁
議
に
お
い
て
経
済

対
策
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予

算
案
を
承
認
し
、
正
式
に
決
定
し

た
も
の
で
す
。

○
審
議
監

地
域
経
済
対
策
事
業

で
増
え
る
雇
用
量
の
見
込
み
は
、

朝
霞
台
出
張
所
と
朝
霞
駅
前
出
張

所
で
窓
口
業
務
の
増
加
に
伴
い
、

計
３
名
を
市
が
雇
用
す
る
予
定
で

す
。
市
民
所
得
へ
の
寄
与
額
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
金
額
を
試
算

す
る
す
べ
が
現
在
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
具
体
的
に
申
し
上
げ
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
発

注
方
法
に
つ
い
て
は
、
発
注
先
を

市
内
業
者
と
し
、
法
令
等
に
の
っ

と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
発
注

額
に
応
じ
て
指
名
競
争
入
札
、
も

し
く
は
随
意
契
約
の
手
続
き
に
よ

り
契
約
を
締
結
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

○
副
市
長

事
業
の
発
注
方
法
に

つ
い
て
は
、
今
回
は
、
で
き
れ
ば
、

政
策
的
に
い
う
一
抜
け
方
式
を
扱

っ
て
い
く
な
ど
、
十
分
考
慮
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
大
丈
夫
か
？

○
小
山
香
議
員

財
政
調
整
基
金

は
、
自
治
体
が
財
源
に
余
裕
の
あ

る
年
に
積
み
立
て
、
不
足
す
る
年

に
取
り
崩
す
こ
と
で
財
源
を
調
整

し
、
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う

た
め
の
貯
金
で
あ
る
。
朝
霞
市
は
、

基
金
は
虎
の
子
な
の
で
厳
し
く
取

り
扱
う
と
言
っ
て
い
た
が
、
１２
月

議
会
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
高
は

８
億
２
７
５
３
万
１
千
円
か
ら
７

億
４
３
７
０
万
７
千
円
に
な
る
と

い
う
。
来
年
度
予
算
が
憂
慮
さ
れ

る
。
問
題
は
な
い
の
か
。

○
総
務
部
長

本
市
の
財
政
調
整

基
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
１５
年
度

末
現
在
の
２９
億
１
５
０
０
万
４
千

円
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
て
い

る
傾
向
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
市
内
事

業
者
へ
の
影
響
が
深
刻
な
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内

事
業
者
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

本
市
と
し
て
可
能
な
限
り
の
地
域

経
済
対
策
を
、今
回
補
正
予
算（
第

５
号
）
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、
財

政
調
整
基
金
の
平
成
２４
年
度
末
現

在
高
見
込
み
は
、
７
億
４
３
７
０

万
７
千
円
で
す
。
財
政
運
営
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
す
が
、
市
内
経
済
の
状
況

を
か
ん
が
み
て
判
断
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
案
第
７４
号

朝
霞
市
市
営
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
山
口
公
悦
議
員

改
正
に
よ
る

影
響
と
し
て
現
在
契
約
さ
れ
て
い

る
方
が
不
幸
に
し
て
亡
く
な
っ
た

り
し
て
も
、
引
き
続
き
住
み
続
け

て
い
け
る
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、

「
住
ま
い
は
人
権
」
と
い
う
点
か

ら
、
市
の
住
宅
政
策
と
し
て
１３
万

都
市
に
５０
戸
で
は
少
な
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。
市
の
住
宅
政
策
の

考
え
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
市
長

今
後
の
住
宅
政
策
で
す

が
、
国
や
県
で
実
施
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
の
が
基
本
的
な

考
え
方
で
す
。
低
所
得
者
の
方
々

へ
の
住
宅
の
供
給
に
つ
い
て
も
、

市
と
し
て
独
自
に
市
営
住
宅
を
設

置
を
し
て
と
い
う
こ
と
は
、
非
常

に
難
し
い
と
い
う
気
は
し
て
い
ま

す
。

○
都
市
建
設
部
長

現
在
入
居
さ

れ
て
い
る
方
の
多
く
は
高
齢
者
世

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

一
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場

合
も
、
入
居
当
初
か
ら
同
居
さ
れ

て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
入
居
が
で
き
る
こ
と
が
条
例

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
仮

に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
も
、
引

き
続
き
、
も
う
一
人
の
方
は
お
住

ま
い
い
た
だ
け
ま
す
。

議
案
第
７５
号

朝
霞
市
憩
い
の

湯
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

○
田
辺
淳
議
員

平
成
９
年
に
オ

ー
プ
ン
、
９
年
間
営
業
を
続
け
た

「
湯
〜
ぐ
う
じ
ょ
う
」
が
平
成
１８

年
に
営
業
を
中
止
し
て
６
年
８
ヶ

月
も
経
っ
て
い
ま
す
。
閉
鎖
し
て

以
降
こ
の
間
、
調
査
や
改
修
設
計

や
管
理
に
１
億
円
以
上
も
の
経
費

を
無
駄
に
支
出
し
て
い
ま
す
。
結

局
、
閉
鎖
の
理
由
と
さ
れ
た
大
量

の
水
漏
れ
の
原
因
も
分
か
ら
ず
じ

ま
い
。
い
ま
だ
閉
鎖
さ
れ
た
湯
〜

ぐ
う
じ
ょ
う
行
き
の
バ
ス
も
動
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
な
ぜ
、

今
に
な
っ
て
設
管
条
例
の
廃
止
を

行
う
の
で
す
か
？
起
債
償
還
時
期

を
言
う
な
ら
、
３
月
、
６
月
議
会

に
出
す
こ
と
も
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

○
審
議
監

今
議
会
に
設
置
及
び

管
理
条
例
の
廃
止
を
提
案
し
た
理

由
は
、
直
接
的
に
は
、
温
浴
施
設

と
し
て
の
再
開
は
、
検
討
の
結
果
、

す
で
に
事
実
上
無
理
だ
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
建
設
時
に

５
億
３
７
１
０
万
円
を
起
債
し
、

そ
の
償
還
が
平
成
２４
年
３
月
に
完

了
し
た
こ
と
か
ら
、
条
例
を
廃
止

し
、
今
後
は
普
通
財
産
と
し
て
管

理
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

引
き
続
き
、
施
設
の
有
効
利
用
策

に
つ
い
て
の
検
討
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

憩
い
の
湯
の
活
用
策
に
具
体
性

が
持
て
れ
ば
、
繰
上
償
還
と
い
う

こ
と
も
実
は
可
能
で
は
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
活
用
策

と
い
う
の
が
定
ま
ら
な
い
状
態
で

し
た
の
で
、
あ
る
意
味
で
は
、
起

債
の
償
還
は
予
定
ど
お
り
平
準
化

し
、
お
返
し
を
す
る
と
い
う
形
で
、

今
ま
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

議
案
第
７６
号

朝
霞
市
暴
力
団

排
除
条
例

○
神
谷
大
輔
議
員

暴
力
団
排
除

条
例
は
、
警
察
の
働
き
か
け
に
よ

り
、
現
在
、
県
内
の
自
治
体
で
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
状
況
で
す
が
、

県
条
例
と
の
違
い
は
ど
う
い
っ
た

と
こ
ろ
で
、
意
義
と
い
う
も
の
を

ど
う
捉
え
、
そ
し
て
、
９
条
の
市

民
等
に
対
す
る
支
援
と
は
、
ど
う

い
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

議会だより 
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○
総
務
部
長

初
め
に
、
県
条
例

と
の
違
い
は
地
方
分
権
の
観
点
か

ら
、
県
条
例
の
範
囲
は
都
道
府
県

レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、

市
町
村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

市
町
村
が
条
例
を
制
定
し
、
規
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条

例
で
適
用
さ
れ
な
い
市
の
事
務
事

業
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め

に
、
啓
発
活
動
、
広
報
活
動
、
市

が
発
注
す
る
公
共
工
事
等
か
ら
の

暴
力
団
の
排
除
お
よ
び
市
立
中
学

校
に
お
け
る
暴
力
団
排
除
教
育
の

実
施
な
ど
を
市
の
条
例
で
規
定
し

て
い
ま
す
。

次
に
、
第
９
条
に
関
す
る
想
定

に
つ
い
て
は
、
市
は
県
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、
暴
力
団
の
活

動
実
態
や
犯
罪
情
勢
な
ど
、
暴
力

団
排
除
活
動
に
資
す
る
情
報
提
供

な
ど
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

６
件
を
審
議

こ
れ
ら
は
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
可
決
し
た
意
見
書
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
内
閣
総
理
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
ま

し
た
。

次
の
３
議
案
は
、
地
方
自
治
法

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

朝
霞
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

委
員
の
選
任
等
に
つ
い
て
、
条

例
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

朝
霞
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

本
会
議
に
お
い
て
行
う
公
聴
会

の
開
催
、
参
考
人
の
招
致
に
つ
い

て
、
手
続
き
等
を
定
め
る
も
の
で

す
。

朝
霞
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

政
務
調
査
費
の
名
称
を
政
務
活

動
費
に
改
め
、
政
務
活
動
費
を
当

て
る
こ
と
が
で
き
る
経
費
の
範
囲

を
条
例
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

機
能
性
低
血
糖
症
に
係
る
国
の
取

り
組
み
を
求
め
る
意
見
書

４
大
疾
病
に
精
神
疾
患
が
加
わ

り
５
大
疾
病
と
さ
れ
る
今
日
で
す

が
、
精
神
疾
患
の
治
療
改
善
は
な

か
な
か
進
ん
で
い
な
い
の
は
事
実

で
あ
り
、
患
者
数
及
び
入
院
患
者

数
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
自
殺
対
策

基
本
法
が
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
、

現
代
日
本
の
ス
ト
レ
ス
は
多
く
、

そ
れ
に
社
会
が
対
応
し
き
れ
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

精
神
疾
患
患
者
の
治
療
に
用
い
ら

れ
る
向
精
神
薬
は
、
副
作
用
の
大

き
さ
も
あ
り
、
そ
の
処
方
や
治
療

に
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
膵
臓
の
機
能

失
調
等
に
よ
る
血
糖
値
の
調
節
異

常
に
よ
っ
て
発
症
す
る
「
機
能
性

低
血
糖
症
」
は
、
糖
の
過
剰
摂
取

や
過
激
な
食
事
制
限
、
過
食
と
い

っ
た
食
生
活
の
乱
れ
や
ス
ト
レ
ス

な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
、
血
糖
値

が
急
激
に
低
下
し
た
り
、
低
い
状

態
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
疾
患
で
、

現
代
の
食
生
活
も
誘
因
の
一
つ
と

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
近
年
、
研
究

が
進
む
と
と
も
に
、
患
者
数
も
ふ

え
て
い
ま
す
。

機
能
性
低
血
糖
症
は
、
脳
へ
の

血
糖
補
給
不
足
に
加
え
、
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
な
ど
の
内
分
泌
系
異
常
や

自
律
神
経
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

慢
性
疲
労
や
う
つ
状
態
、
集
中
力

不
足
、
精
神
不
安
定
、
記
憶
障
害

な
ど
、
身
体
面
・
精
神
面
と
も
に

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。ま

た
、
症
状
か
ら
精
神
疾
患
や

神
経
疾
患
な
ど
と
誤
っ
た
診
断
を

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
機
能
性
低
血
糖
症
の
診
断

に
は
、
糖
尿
病
診
断
に
用
い
ら
れ

て
い
る
常
用
負
荷
試
験
及
び
Ｏ
Ｇ

Ｔ
Ｔ
（
耐
糖
能
精
密
検
査
）
が
有

効
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
険
適

用
で
行
わ
れ
る
一
般
的
な
２
時
間

検
査
で
は
、
上
昇
す
る
は
ず
の
血

糖
値
が
上
昇
せ
ず
、
変
化
の
な
い

平
坦
な
曲
線
を
描
く
「
無
反
応
性

低
血
糖
症
」
や
、
４
時
間
経
過
後

に
血
糖
値
が
急
落
す
る
「
反
応
性

低
血
糖
症
」
な
ど
を
診
断
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
す
。
精
度
を

高
め
て
５
時
間
か
け
て
検
査
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
、
さ
ら
に
膵
臓

の
機
能
障
害
の
程
度
を
診
る
た
め

に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
値
を
調
べ
る

こ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
５
時
間
の
Ｏ
Ｇ
Ｔ

Ｔ
（
耐
糖
能
精
密
検
査
）
は
保
険

適
用
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
高
額
な

自
己
負
担
が
必
要
な
ほ
か
、
実
施

す
る
医
療
機
関
も
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。

機
能
性
低
血
糖
症
と
正
し
く
診

断
さ
れ
、
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
よ
り
症
状
が
改
善
、
社
会
復
帰

す
る
事
例
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
機
能
性
低
血
糖
症
に

関
す
る
調
査
研
究
及
び
検
査
体
制

の
拡
充
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
以
下

の
３
点
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要

望
し
ま
す
。

１

機
能
性
低
血
糖
症
に
つ
い
て

の
医
学
研
究
の
進
展
と
的
確
な
診

断
・
治
療
の
普
及
に
向
け
、
国
と

し
て
早
急
に
調
査
研
究
を
す
る
こ

と
。

２

機
能
性
低
血
糖
症
の
診
断
の

た
め
に
５
時
間
の
Ｏ
Ｇ
Ｔ
Ｔ
（
耐

糖
能
精
密
検
査
）
を
保
険
適
用
の

対
象
と
す
る
こ
と
。

３

各
都
道
府
県
に
的
確
な
診

断
・
治
療
の
で
き
る
医
師
の
養
成
、

医
療
機
関
を
確
保
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の

規
定
に
基
づ
き
意
見
書
を
提
出
し

ま
す
。

建
設
業
従
事
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
者
の
早
期
救
済
・
解
決
を
求
め

る
意
見
書

ア
ス
ベ
ス
ト
を
大
量
に
使
用
し

た
こ
と
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石

綿
）
被
害
は
、
多
く
の
労
働
者
、

国
民
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在

で
も
、
建
物
の
改
修
、
解
体
に
伴

い
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
は
起
こ
り
、

労
働
者
や
住
民
に
被
害
が
広
が
る

現
在
進
行
形
の
公
害
で
す
。
更
に

議会だより 
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埼玉県の選挙統一キャラクター
「選挙くん」

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
大
量

の
瓦
れ
き
処
理
に
つ
い
て
も
被
害

の
拡
大
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
諸
国
が
製
造
業
の
従
事
者

に
多
く
の
被
害
者
を
出
し
て
い
る

の
に
比
べ
、
日
本
で
は
建
設
業
就

業
者
に
最
大
の
被
害
者
が
生
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
そ
れ

は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
建

設
資
材
な
ど
建
設
現
場
で
使
用
さ

れ
、
そ
し
て
国
が
、
建
築
基
準
法

な
ど
で
不
燃
化
、
耐
火
工
法
と
し

て
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
を
す
す
め

た
こ
と
に
大
き
な
原
因
が
あ
り
ま

す
。特

に
建
設
業
は
、
重
層
下
請
け

構
造
や
多
く
の
現
場
に
従
事
す
る

こ
と
か
ら
、
労
災
に
認
定
さ
れ
る

こ
と
に
も
多
く
の
困
難
が
伴
い
、

多
く
の
製
造
業
で
支
給
さ
れ
て
い

る
企
業
独
自
の
上
乗
せ
補
償
も
あ

り
ま
せ
ん
。

国
は
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
を

成
立
さ
せ
ま
し
た
が
、
現
在
、
建

設
業
に
従
事
し
て
い
た
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
た
ち
が
、
国
と
ア
ス
ベ

ス
ト
建
材
製
造
企
業
に
対
し
補
償

を
求
め
て
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。よ

っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
と
遺
族

が
生
活
で
き
る
救
済
の
実
施
と
ア

ス
ベ
ス
ト
問
題
の
早
期
解
決
を
図

る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出

し
ま
す
。

こ
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
軽
減

等
の
た
め
の
国
の
施
策
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書

子
ど
も
の
権
利
条
約
第
２４
条
で
、

す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
康
で
い
ら

れ
る
よ
う
、
医
療
受
診
が
可
能
と

な
る
体
制
づ
く
り
を
締
約
国
の
国

や
自
治
体
に
求
め
て
い
ま
す
。
そ

の
文
脈
か
ら
は
、
保
護
者
負
担
分

が
大
き
い
た
め
に
保
護
者
の
経
済

状
態
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
医
療
受

診
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
、
解
消

す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
の
医
療
に
か
か
る
公
的
保

険
制
度
の
自
己
負
担
割
合
は
義
務

教
育
就
学
前
２
割
、
義
務
教
育
就

学
後
３
割
と
な
っ
て
お
り
、
主
に

保
護
者
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
負
担
が
、
子
育
て
世

帯
の
家
計
に
与
え
る
影
響
は
大
き

く
、
貧
困
家
庭
に
至
っ
て
は
、
子

ど
も
の
受
診
が
差
し
控
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る

た
め
に
、
自
治
体
の
多
く
が
小
学

校
卒
業
ま
で
、
中
学
校
卒
業
ま
で
、

高
等
学
校
卒
業
ま
で
な
ど
独
自
の

基
準
を
設
け
て
、
こ
ど
も
医
療
費

の
自
己
負
担
分
を
全
部
ま
た
は
一

部
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自

治
体
に
お
い
て
、
多
大
な
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
、
家
庭
の
経
済
状
態
に
よ

っ
て
子
ど
も
の
医
療
受
診
が
制
約

さ
れ
る
こ
と
を
解
消
す
る
施
策
は
、

＊
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
と
位
置
づ

け
る
べ
き
で
す
。
各
自
治
体
の
財

政
力
の
差
異
に
よ
っ
て
子
ど
も
の

受
け
ら
れ
る
医
療
に
格
差
が
な
い

よ
う
、
医
療
費
の
自
己
負
担
の
地

域
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
は
、
国

が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
考
え
ま

す
。
朝
霞
市
議
会
に
お
い
て
は
、

こ
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
分
に

つ
い
て
国
庫
負
担
な
ど
安
心
信
頼

の
子
ど
も
医
療
の
実
現
を
求
め
、

以
下
の
要
望
を
い
た
し
ま
す
。

１

こ
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担

分
の
解
消
ま
た
は
大
幅
な
軽
減
の

た
め
、
健
康
保
険
制
度
に
よ
っ
て

子
ど
も
が
受
診
し
た
場
合
の
自
己

負
担
割
合
の
見
直
し
ま
た
は
医
療

費
自
己
負
担
分
の
軽
減
の
た
め
の

助
成
を
行
う
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出

し
ま
す
。

請
願
の
審
議
結
果

―
不
採
択
―

▽
消
費
税
大
増
税
の
反
対
に
関
す

る
請
願

（
請
願
者
）

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
朝
志
和

支
部

た

ざ
わ
た
つ
よ
し

支
部
長

田
澤
達
好
さ
ん
ほ
か

13
団
体―

採

択
―

▽
建
設
業
従
事
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
者
の
早
期
救
済
・
解
決
を
図

る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

（
請
願
者
）

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
朝
志
和

支
部

た

ざ
わ
た
つ
よ
し

支
部
長
田
澤
達
好
さ
ん
ほ
か

1
9
7
4
人

議
会
の
詳
細
は

会
議
録
で

審
議
内
容
を
詳
し
く
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
３
階
）
の
ほ
か
、

図
書
館
ま
た
は
各
公
民
館
図
書
室

で
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
（
今
回
の
会

議
録
は
、
３
月
上
旬
に
公
開
を
予

定
し
て
い
ま
す
）。

寄
付
行
為
の

禁
止
に
つ
い
て

議
員
の
寄
付
行
為
は
、
公
職
選

挙
法
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

〜
次
の
よ
う
な
も
の
が
寄
付
禁
止

の
対
象
に
な
り
ま
す
〜

・
お
中
元
や
お
歳
暮

・
暑
中
見
舞
い
や
年
賀
状
な
ど
の

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の

た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除

く
）

・
本
人
が
出
席
し
な
い
結
婚
式
の

祝
儀
や
葬
式
の
香
典

・
ま
つ
り
や
親
睦
旅
行
へ
の
差
し

入
れ
や
寸
志
等

＊ナショナルミニマム…国家（政府）が国民に対して保障する生活の最低限度（最低水準）のこと。

議会だより 
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